
1.  はじめにがあるものの，建設コストが増大するばかりでなく，道路沿線付近に対して日照阻害や電波障害，さらには眺望性や景観性への悪影響や，あるいは車両運転者などに対する圧迫感をもたらすなど，新たな問題が生じ深刻さを増しつつある。

上記問題を同時に解決するには，これまでと同等の高さであ

りながら，より騒音低減効果・遮音性能の高い防音壁の開発が

必要となる。これら課題に関するこれまでの研究から，同じ防

音壁高さであっても，おおむね防音壁頂端部の音のポテンシャ

ルを下げる（実際には吸音材料，共鳴器現象，干渉効果等を利

用してポテンシャルを下げる）ことにより，防音壁背後へ回り

込む回折音を減少させ，より大きな遮音効果が得られる，とい

うことが指摘されている

1)。実際に，この原理を応用した防音

壁の頂端部に設置する防音装置は，これまで多数，研究開発さ

れてきた 2)～ 4)。

しかし，各開発品にはもちろん実用上の長所も多いが，同時

に課題も残されているように思われる。ここで，現状の吸音装

置に関する課題点をまとめると，以下のようになる。

（1）あらゆる道路構造の道路建築限界に対応できるのか。

（すべての道路には車両等の通行の妨げにならないよう，

道路建築限界があるが，

ンスキーパー

®）の共同開発を行ったので報告する。

2.  理論的背景PVFフィルムにて保護）

とした有孔板表面の長尺状金属製パネルである。

今回の開発に係わる重要なポイントは，パネル断面方孔惻
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